
 

 

 

若葉区長 鎗田 睦 

皆さま、こんにちは。４月に若葉区長に就任しました鎗田睦です。 

さて、少子化・高齢化の進行や単身世帯の増加に伴って、地域社会の

家族は大きく変容しました。また、経済状況や雇用環境は回復傾向にあ

ると言われていますが、経済的困窮の問題、孤立死など、地域における

生活課題はまだまだ深刻な状況にあります。とりわけ、独居高齢者の見

守り、支えあいの体制づくりや子育て環境の整備は喫緊の課題だと考え

られます。 

そのような中、若葉区では、平成２２年度に「第２期若葉区地域福祉計画」を策定しました。

基本目標に「だれもが いきいきと暮らせる しあわせのまち若葉区－あなたとわたしでつく

る支えあう地域福祉の実現を目指して－」を掲げ、地域福祉計画の浸透について、地域住民の

立場から強力にサポートしてくださる地域福祉計画推進協議会の皆さまと地域福祉の推進に取

り組んでいます。 

誰もが住み慣れた地域で安心して生活を送るためには、行政サービスだけでは限界がありま

す。今後は、区民の皆さまが主体となった地域福祉活動の充実や、地域の様々な団体が連携し

た、地域全体の助けあい、支えあう力を高めていくことがいっそう重要になります。 

若葉区といたしましても、区民の皆さまが主体となって地域の課題解決等を行う活動に活動

経費を補助する「若葉区地域活性化支援事業」を平成２５年度に新たに創設するなど各種支援

を行っています。 

今後、若葉区の「地域の絆」がますます深まり、「だれもが いきいき暮らせる しあわせの

まち」になりますよう、区民の皆さまとともに、考え、実践し、よりよいまちづくりを進めて

まいりますので、今後ともご支援とご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。 
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平成２４年度若葉区地域福祉活動支援事業 
～若葉区で様々な取り組みが始まりました～ 

若葉区では、区民が主体となって地域の福祉課題解決に取り組む活動に対して、活動経費を補助す

る「平成２４年度若葉区地域福祉活動支援事業」を募集し、１６団体の応募があり、審査の結果１０

団体への支援が決定しました。補助を受け、助けあい活動や高齢者のふれあいサロン、親子の交流活

動など、各地域で様々な活動が始まりました。今後の継続的な活動とさらなる広がりが期待されます。

なお、本事業は平成２５年度より、対象事業や補助額等を拡充した「若葉区地域活性化支援事業」と

して実施されています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 災害が発生した時に、いち早く安否を確認するために！ 

救急隊にいち早く必要な情報を伝えるために！ 

「もしも」のときに命を守るため、地域で実践されている活動をご紹介します 

 

ご近所「組」制度で 

震災時の安否確認に「無事です」シートを採用 
 都賀の台自治会は、災害時の安否確認を迅速に行うため、この４月に全世帯（約１，３００戸）に「無

事です」シートを配布しました。これは昨秋、都賀の台２丁目の福祉活動グループの提案を取り入れた

もので、シートは A３版のラミネート製で、市価の約６分の１の１枚３０円で作成されました。 

 震度５強以上の地震が発生したときは、自分の家が無事である場合はこの「無事です」シートを門扉

などに掲げます。防災会の５～８世帯の「組」ごとに、「無事です」シートが出ていない家に声掛けを

する等の安否確認をいち早く行う仕組みです。 

６月の大掃除・防災訓練で組長の判断より早速実施したところもあるそうです。 

９月１日の防災の日には、朝９時に町内２４０の組ごとに、各戸が玄関先に一斉に掲げる「無事です」

シートで安否確認を行う防災訓練を計画中です。この取り組みにより、同じ組に属する各世帯の日常的

な交流をベースにして、支え合いの協力関係がさらに深まっていくことが期待されています。 

 

７０歳以上の高齢者に「携帯版安心カード」を配布 

   ―加入自治会が連携、民生委員が全面協力して－ 
 

 都賀地区部会では、地域の高齢者を対象とした福祉活動の一環として、今年度は緊急時の「安心カー

ド（医療情報カード）」の普及に的を絞ることとし、今春開催の定期総会で実施計画が承認されました。 

 「安心カード」は、高齢者などが具合が悪くなって救急車を呼ぶときに、持病やかかりつけ医、服薬

内容等の情報を記載したカードで救急隊に伝え、迅速な救命措置に役立てようというものです。 

 同地区部会では、都賀・西都賀地域に住む７０歳以上の高齢者及び６５歳以上のひとり暮らしの方を

対象に、携帯版「安心カード」を無料で配布することになり、それぞれの 

対象者地区の民生委員の全面的な協力を得て、５月に約１，６５０人に 

配布されました。 

同地区部会では、今後も携帯版「安心カード」の普及活動等を通じて 

住民―民生委員―自治会―地区部会とのつながりを深め、地域内の 

様々な福祉課題を共有し合って、地区部会活動のさらなる充実に努めて 

いくことにしています。 

    
若葉区内で実践されている地域福祉活

動を紹介します。今回は、都賀の台自治会

と都賀地区部会の活動を紹介します。 

編 集 後 記  

配布された 

携帯版「安心カード」 

命 を守るために!! いち早く 

「若葉区地域福祉計画福祉だより」が今号からより親しみやすい 

紙面を目指して「しあわせのまち若葉」に変わりました。 

あなたの地域での活動について、情報をぜひお寄せください。 

若葉区推進協事務局まで  ☎043-233-8181 

 

無事を知らせる 

「無事です」シート 


